
水害経験と備える知恵（近江八幡市安養寺町）

■昭和３４年伊勢湾台風時
・当時の桐原橋は木で出来ていて、その橋桁に松
の木が引っ掛かり、橋の上流部で決壊した。

■昭和３４年台風７号時
・８月１４日AM ８：００頃、ＪＲの上流１００ｍ
あたりで、約８０ｍに渡り決壊した。

■昭和３４年伊勢湾台風時
・約１ヶ月前の台風７号によって決壊したため、土のう
を積んで仮締め切りしていた堤防が再び決壊した。

■昭和３４年台風７号時
・この場所にある五重塔の石像の
上全体から６０％ほどが水没した。

■昭和３４年伊勢湾台風時
・野洲市入町は安養寺より地盤が低い
ため、日野川決壊の際には床上浸水、
床下浸水の被害が出た。

■昭和３４年台風１５号時
・水圧で樋門が壊れて日野川の水が流れ出した
ため、周囲の田んぼが浸水した。

・よく決壊する箇所 通称『イシカメ』

古川橋

・現在、上野神社が集落の避難場所
になっている。

■集落移転
・水害から逃れるため、
高台へと集落を移転した。

・「下ノ水所（しものすいしょ）」
と呼ばれている集落は地盤が低いの
で、内水が水路に溜まり排水が難し
い箇所である。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図(タイル)を複製したものである。（承認番号 令元情複、第422号）
第三者がさらに複製する場合には、国土地理院長の承認を得なければならない。


